生活の 美し さに ついて 



1 干 田國士 



この 雑誌の 前の 号で、 私 は 坪 田 譲 治さん の 文章 を 読 

み、 いろいろな 感慨に ふけった。 

坪 田さん は、 すぐれた 作家で あるが、 それなら、 人 

間 生活の 美醜に ついて 最も 敏感な はずで あり、 また、 

人間 生活 を 美しい ものにする こと をね がって ゐる にち 

が ひない。 ところが、 さう いふ ひとが この 雑誌 をみ て、 

あ、 いふ 感想 を 抱く とい ふこと は、 いったい なぜな の 

だら う。 もちろん、 それ は 坪 田さん の 人柄に よるの だ 

けれども、 た、 V それだけ ではない、 現に、 私な ども、 

もうす こし 表現 を か へれば、 ほ、 V おなじ やうな 気持 を 

感じさせられる ことがある。 年寄の 物ぐ さに も 関係が 



なく 味気ない ものである こと を 人 一 倍 感じる 私 は、 「よ 

い 趣味」 で 全 生活 を 作り あげる 能力が 現在の 日本人に 

はない の だとい ふ 確信 をい つの 間に か 抱く やうに なつ 

た。 それ は、 「趣味 生活」 と 呼ばれる もの、 乃至 は、 「生 

活」 のなかの 「趣味 的」 な 要素が、 多く その 在り方に 

よって 私の 眼に は 一種の 「悪趣味」 と 映る からで あつ 

て、 そのために、 私 個人の 生活 は 「趣味 的」 な 要素 を 

努めて 強調し ない 方針で あり、 自分の 審美眼 を 誇る や 

うな 装飾品 を排 し、 すべて どこに でも ある やうな も 

の、 うちから、 た y 我慢の ならぬ もの だけ を 除いて、 

ごく 気楽に 日用品 を 撰ぶ ことにして ゐる。 
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